
ケ
ツ

l
ケ
ヤ

九
年
正
用
十
日
調
定
寺
に
於
い
て
寂
し
た
。
年
七
十

七
。

ケ
ツ
シ
ヨ
閥
所
関
所
は
務
政
の
時
死
刑
叉
は

焼
附
温
政
の
附
加
別
で
あ
っ
た
。
犯
人
の
士
人
な
る

時
は
、
家
屋
敷
を
普
稽
曾
所
に
波
牧
し
、
町
人
な
る

時
は
町
方
に
下
附
す
る
。
叉
百
姓
な
る
時
は
家
屋
農

具
を
居
村
に
下
附
し
、
土
地
は
改
作
奉
行
之
を
底
分

す
る
も
、
顕
援
は
土
地
を
有
せ
ぬ
が
放
に
、
家
の
み

を
下
附
す
る
。
犯
人
の
金
銀
諸
道
具
は
公
事
揚
に
波

牧
す
る
が
、
若
し
親
懸
む
な
る
時
は
、
実
子
の
財
産

や
・
鼠
別
し
得
ぬ
か
ら
、
実
和
元
年
之
を
波
枚
せ
ざ
る

こ
と
L

し
、
犯
人
の
袈
及
び
娘
の
衣
類
諸
道
具
も
、

元
隊
十
三
年
除
外
す
る
こ
と
に
定
め
た
。
犯
人
償
櫨

を
有
す
る
時
は
、
回
牧
の
上
波
牧
し
、
債
務
あ
れ
ば

資
産
中
米
銭
の
到
在
す
る
限
に
於
い
て
排
償
す
る

も
、
諸
道
具
の
斑
却
代
に
及
ぶ
こ
と
は
能
は
ぬ
。
質

商
の
闘
腕
は
、
元
旅
四
年
質
物
を
元
銀
に
て
本
主
に

還
さ
し
め
、
涜
質
物
の
み
波
牧
す
る
こ
と
L
し
た
。

寺
院
の
住
持
死
刑
に
髄
せ
ら
れ
、
寺
院
の
破
却
せ
ら

れ
た
時
の
蕗
分
は
、
従
来
一
定
し
て
民
な
か
っ
た

が
、
天
明
五
年
寺
院
と
悌
具
と
を
頭
寺
に
奥
へ
、
残

像
の
諸
道
具
を
関
所
す
る
こ
と
に
し
た
。
庇
附
遁
政

で
は
な
く
、
原
に
遁
放
に
磁
せ
ら
れ
た
士
人
の
関
所

は
、
時
々
年
寄
中
の
識
に
附
す
る
こ
と
L

せ
ら
れ
、

農
民
の
場
合
に
は
‘
家
屋
敷
・
農
具
を
波
牧
し
て
入

百
姓
に
奥
へ
る
が
、
そ
の
他
の
動
産
に
及
ば
な
か
っ

た。
ゲ
ツ
シ
ョ
ウ
ジ
月
照
寺
金
調
停
六
斗
林
に
在
っ

て
、
東
光
山
と
脱
し
、
曹
洞
宗
に
鹿
す
る
。
貞
享
二

年
の
陶
来
書
に
、
笛
寺
は
麗
安
五
年
前
回
丹
後
長
時

が
母
春
経
院
用
照
利
犀
の
牌
所
と
し
て
六
斗
林
に
草

庵
を
結
び
、
惑
間
帯
長
老
を
住
持
と
し
、
後
更
に
同
じ

〈
六
斗
林
に
大
な
る
寺
地
を
得
て
伽
藍
を
建
て
た
と

あ
る
。
春
桂
院
は
前
回
利
家
の
女
幸
摘
で
、
前
回
長

穣
の
室
で
あ
る
。

M
V
ツ
シ
ョ
ウ
ジ
ア
ゲ
チ
マ
チ
月
照
寺
上
地
町

亭
和
三
年
幕
府
に
準
建
し
た
金
棒
町
名
附
に
、
六
斗

林
町
周
照
寺
上
地
町
と
あ
っ
て
、
此
の
頃
は
六
斗
林

の
小
名
に
呼
ん
だ
が
、
今
其
の
名
が
絶
え
た
。
月
照

寺
の
前
の
所
在
地
附
廷
で
あ
ら
号
。

ケ
ツ
シ
ヨ
ダ
イ
ハ
ン
-
-
ヤ
キ
ヨ
ウ
血
番
大
般
若

経
期
羽
咋
郡
白
瀬
蛾
財
院
に
存
す
る
も
の
で
、
用
抑
制

義
光
の
震
願
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
月
澗

は
貞
享
二
年
四
月
か
ら
同
寺
に
於
い
て
之
そ
初
め
、

元
様
七
年
七
月
越
中
氷
見
の
光
部
寺
に
移
っ
て
、
同

九
年
十
一
月
ま
で
に
三
百
一
審
ま
で
や
・
印
潟
し
た
。

後
光
埼
本
瑞
そ
の
志
脅
鱗
ぎ
、
元
政
十
六
年
正
用
か

ら
賀
永
六
年
賀
.Rま
で
に
、
第
三
宵
一
一
容
か
ら
第
三

百
十
八
巻
に
及
び
、
叉
享
保
五
年
に
大
仙
は
第
三
百

十
九
巻
・
第
三
百
三
十
巻
・
第
三
百
三
十
一
容
を
、
術

志
は
第
三
百
二
十
巻
、
第
三
百
二
十
二
容
・
第
三
百

ご
十
回
答
・
第
三
百
二
十
六
巻
・
第
三
百
ご
十
八
容

を
、
態
血
施
は
第
三
百
二
十
一
巻
・
第
三
百
一
一
十
三
容
・

第
三
百
こ
十
五
巻
・
第
三
百
ご
十
七
巻
・
第
三
百
二
十

九
巻
を
血
書
し
、
そ
の
後
漸
く
中
絶
し
た
が
、
用
、
捌

回
世
の
法
孫
規
外
簸
長
は
、
元
文
二
年
ご
用
叉
第
三

百
三
十
二
巻
に
鍍
を
起
し
、
覚
保
三
年
蝉
財
院
十
七

代
に
毘
h
y
、
延
亭
元
年
永
平
寺
に
瑞
慌
し
、
一
一
年
金

制
仰
の
鶴
林
寺
に
移
っ
て
も
初
志
含
梨
て
ず
、
三
年
流

用
に
奈
っ
て
第
六
百
容
を
終
へ
た
。
是
に
於
い
て
同

年
八
周
鹿
績
の
震
の
大
法
曾
が
賎
財
院
に
行
は
れ

た。
ヂ
ツ
シ
ン
ク
月
心
寺
金
深
高
道
新
町
に
在
っ

て
、
光
岩
山
と
撹
し
、
曹
洞
宗
に
題
す
る
。
躍
安
三

年
卯
底
山
下
に
創
立
し
、
節
回
寺
七
代
傑
外
壁
英
を

閉
山
と
し
.
一
一
世
揺
揮
を
寺
中
一
と
し
た
。
明
勝
元
年
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本
如
来
寺
町
に
移
り
、
高
治
元
年
夏
に
油
木
山
蓮
昌

寺
跡
の
今
の
地
に
移
っ
た
。

ゲ
ツ
セ
ン
リ
ョ
ウ
イ
ン
月
泉
夏
印
能
管
の
入
、

藤
原
氏
。
幼
に

L
て
敬
院
に
投
じ
、
後
衣
を
夏
へ
て

官
制
に
入
り
、
総
持
寺
の
餓
山
紹
碩
に
諭
し
て
関
悟

し
た
。
百
平
十
六
年
夏
餓
山
の
命
に
よ
り
能
管
の

E

法
寺
に
住

L
、
臨
永
七
年
二
月
二
十
三
日
八
十
二
歳

脅
以
て
寂
。
法
制
に
は
無
等
良
雄
・
笑
飯
態
折
・
泡
海

良
義
・
巨
泉
長
智
・
古
山
良
空
・
海
蹴
誠
一
冗
番
・
大
限
玄

徹
・
虎
渓
良
乳
が
あ
っ
た
。

ヂ
ツ
ソ
ン
セ
キ
月
材
右
浅
井
政
右
が
鹿
島
郡

和
食
に
滋
び
、
瀬
嵐
の
恩
や
・
碍
ね
て
、
月
村
粛
宗
碩

の
創
め
た
と
い
ふ
人
丸
胸
祉
の
あ
た
り
で
、
自
然
に

峰
轡
の
朕
あ
る
片
石
そ
得
、
之
-P.
月
村
石
と
名
づ
け

た
。
況
十
川
削
伯
の
月
村
石
記
、
大
来
寺
市
山
鹿
鋒

に
載
せ
た
用
村
石
記
は
皆
こ
の
こ
と
に
係
る
。

ヂ
ツ
パ
ゼ
ン
ジ
ゴ
ロ
タ
月
域
縄
師
語
録
一
加
。

周
峻
翻
師
金
砲
〈
天
徳
院
〉
語
録
と
間
賞
飽
ハ
献
珠
寺
〉

語
録
と
を
合
緩

ιた
も
の
。
初
の
は
侍
者
元
服
・
元

機
・
元
彼
等
編
録
と
し
、
後
の
は
元
潜
・
一
克
服
・
元
滋

等
編
録
と
す
る
。

ゲ
ツ
パ
ド
ウ
イ
ン
月
城
建
印
瞥
洞
宗
の
街
。

老
臥
飾
文
は
臥
裳
史
と
脱
す
る
。
初
め
竹
調
進
利
備

に
依
っ
て
識
を
受
け
、
後
賞
擦
の
木
庖
に
書
し
て
法

脅
究
め
た
。
究
交
四
年
江
州
比
良
山
獅
子
谷
に
住
し
、

七
年
関
山
琵
琶
施
に
屑
り
、
十
年
十
一
周
前
聞
綱

紀
の
舗
に
依
り
加
賀
の
献
珠
寺
に
入
っ
て
、
臨
梼
を

殴
め
て
曹
洞
と

L
、
申
興
の
砲
と
い
は
れ
、
次
い
で

水
戸
の
徳
川
光
開
に
聴
せ
ら
れ
て
岱
宗
寺
そ
箇

L
、

突
和
元
年
来
り
て
暫
く
安
徳
院
三
代
に
住
し
た
。
用

披
詩
文
を
能
く
L
、
周
波
集
・
江
湖
唱
和
集
が
あ

る
。
亭
保
元
年
十
月
十
三
日
寂
。

ケ
ツ
モ
ウ
キ
ヨ
ベ
ツ
シ
且
ウ

結
零
居
別
集
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二
八

O

稲

宣
義
著
。
著
者
の
康
物
類
纂
が
大
部
の
も
の
で
あ
る

か
ら
容
易
に
完
成
し
縫
い
の
で
、
そ
の
奇
昂
の
み
を

集
録
し
て
、
早
〈
上
梓
を
謀
っ
た
も
の
と
い
ふ
。
正

徳
四
年
室
直
請
の
序
文
が
あ
る
。

ゲ
ノ
ミ
ヅ
震
の
水
石
川
郡
繭
留
に
在
る
。
貸

永
誌
に
‘
此
の
村
領
の
内
往
還
道
の
傍
に
、
夏
の
水

と
い
ふ
清
泉
が
あ
り
、
夏
の
間
被
に
流
出
る
か
ら
こ

の
名
が
あ
る
。
叉
問
所
に
翻
脅
の
小
祉
が
あ
る
と
記

す
る
。ゲ

ハ
タ
ザ
ン
下
白
山

J
Y
モ
シ
ラ
ヤ
マ
下

白
山
。ゲ

パ
マ
ツ
リ
下
馬
祭
金
相
仰
天
徳
院
の
下
馬
腰

掛
厨
が
あ
っ
た
所
を
下
馬
先
と
い
ひ
‘
も
と
安
徳
院

の
銀
守
白
山
の
調
が
あ
っ
た
。
共
の
祭
を
下
馬
の
祭

と
稽
し
、
踊
を
立
て
L
甚
だ
繁
昌
し
た
が
、
明
治
元

年
紳
悌
混
請
禁
止
の
後
銀
守
祉
を
腹
せ
ら
れ
、
下
馬

祭
も
自
ら
止
ん
だ
。
下
胞
の
踊
は
九
用
十
八
日
か
ら

周
末
に
及
び
、
『
下
馬
の
踊
に
を
ど
ら
ぬ
も
の
は
自
の

目
立
か
番
太
郎
か
』
と
う
た
は
れ
た
穣
有
名
な
も
の

で
あ
っ
た
。

ケ
ヒ
ジ
ン
タ
ヤ

9
ヨ
ウ
気
比
締
結
領
越
前
計
測

路
太
神
宮
の
祉
領
と
し
て
、
石
川
郡
掠
部
保
の
あ
っ

た
こ
と
は
、
建
腐
二
年
九
用
の
文
献
に
よ
っ
て
知
ら

L
る。ケ

プ
ザ
花
房
州
プ
江
沼
郡
熊
坂
の
内
の
小

字。
ヂ
メ
ン
下
完

J
ジ
ヨ
ウ
メ

y

上
菟
。

ケ
ヤ
気
屋
河
北
郡
英
国
郷
に
鹿
す
る
部
帯
。

臆
永
七
年
十
一
周
十
三
日
付
畠
山
装
闘
判
曹
、
修
理

大
夫
人
道
宛
既
の
も
の
に
、
『
英
田
保
内
気
屋
村
、
早

任
去
周
十
九
日
安
堵
可
被
抄
抜
付
額
津
幸
夜
叉
之
商

腕
被
仰
下
也
。
』
と
あ
る
。

ケ
ヤ
結
構
屋
鳳
京
都
内
保
の
内
の
小
字
。


